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文久 元年 三月 十七 日の 夕六ッ 頃であった。 半 七が 

用達から 帰って来て、 女房のお 仙と 差し 向いで 夕飯 を 

くって いると、 妹のお 条 がたず ねて 来た。 ぉ条は 文字 

房と いう 常 磐津の 師匠で、 母と 共に 外 神 田の 明 神 下に 

暮らして いる こと はすで に 紹介した。 

「いい 陽気に なりました」 と、 ぉ条 はま だ 白い 歯 をみ 

えしゃく 

せて 笑いながら 会釈した。 「姉さん。 今年 はもう お 花 

見に 行つ て …… 」 

「いいえ、 どこへ も …… 」 と、 お 仙 も 笑いながら 答え 



r 冗談 じ や あない。 ぼやぐ らい を わざわざ 御 注進 に 蚯 

けつけ て 来る もんです か。 じゃあ、 やっぱり 知らない 

ちと 

のね。 燈 台下 暗し とか 云って 自分の 緦張リ 内の こと を 

…：- j 

「ゆうべの ことなら、 もう おれの 耳に はいって いる 害 

だが …… 。 ほんとうに 何 だ」 と、 半 七 も 少し まじめに 

な つ て 向き 直った。 

「それ を 話す 前に、 実はね、 兄さん。 この 二十 一日に 

あすか やま 

飛鳥 山へ お 花見に 行こうと 思って いるんで す。 なんだ 

か 世間が そうぞう しいから、 いっそ 今年 はお 見 あわせ 

にしようかと 云って いたんです けれど、 やっぱり 若い 



衆た ちが 納まらないので、 いつもの 通り 押し出す こと 

になつ たんです。 向島 はこの ごろ 酔っ払いの 浪人の 

素破抜きが 多い というから、 すこし 遠くっても 飛鳥 山 

の 方が よかろうと いうので、 子供た ちゃ 何 かで 三十 人 

ばかり は 揃つ たんです が、 なるたけ 一人で も 多い 方が 

景気が いいから、 なんとか 都合が つくなら 姉さんに も 

…：- J 

「なんだ、 なんだ。 お 花見 はいけ ねえと 初めつ から 

云って いる じゃあね え か。 それよりも、 その 末広 町の 

一 件と いうの は 何 だよ」 

「だから、 兄さん」 と、 ぉ条は 甘える ように 云った。 



と 狩り集めて やる。 まず 種 あかし をし ろ」 

「き つ とです ね」 

念 を 押して 置いて、 ぉ条 はこうい う 出来事 を 報告し 

た。 ゆうべ 末広 町の 丸 井と いう 質屋へ 恐ろしい 押借リ 

のれん 

が 来たと いうので ある。 丸 井 は そこらで も 旧い 暖簾の 

店で、 ゆうべ 四ッ半 (午後 十一 時) 頃に 表の戸 をた た 

く 者が あった。 もう 四ッを 過ぎて いるので、 丸 井で は 

戸 を あけなかった。 御用が あるならば あしたの 朝 出直 

してく ださいと 内から 答える と、 外で はや はり 叩きつ 

づけて いた。 銀座の 山ロ屋 から 急用で 来たと 云った。 

さとかた 

山 ロ屋は 嫁の 里方で あるので、 もしゃ 急病人で も 出来 



ひら しち もつ 

は 平に あやまって 頼んで、 この 恐ろしい 質 物 を 持って 

帰る- とに して 貰った。 

この 報告 をう け 取って、 半 七 は 溜 息をついた。 

「ふうむ。 そり や あ 初耳 だ。 おれ はちつ とも 知らな 

かった。 だが、 丸 井で は なぜ それ を 黙って いるの かな。 

そういう ことがあったら、 この 時節柄、 きっと 届け出 

ろと いう ことにな つてい るんだ が ：•：. 。 わからね え 奴 

ら だな」 

「それが ね、 兄さん」 と、 ぉ条は 更に 説明 を 加えた。 

「その 浪人た ちが 引き揚げる ときに、 おれ 達の 企て は 

中途で 洩れて は 一 大事 だから、 今夜の こと は 決して 他 



ぉ条は 兄嫁 を 花見に 誘い出す どころ ではな か つた。 

却って 自分が 神 田 三 河 町の 兄の 家へ 見送りに 来な けれ 

ばなら なくなった。 横 浜まで わずかに 七 里と 云っても、 

その 頃で はや はり 一 種の 旅であった。 

「兄さん。 御機嫌よ ろしゅう。 途中 も 気をつけ てね」 

その 声 をう しろに 聞きながら、 半 七 は 子分の 松吉を 

つれて 朝の 六ッ半 (午前 七 時) 頃に 神 田 三 河 町の 家 を 

た 力な わ 

出た。 ほかの 子分た ち も 高 輪まで 送って 来た。 この頃 

は 毎日の 晴天つ づきで、 綿入れの 旅 はもう 暖か 過ぎる 

くらいであった。 品 川の 海の 空 は うらら かに 晴れ渡つ 

て、 御殿山の おそい 桜 も 散り かかって いた。 



「親分。 今頃の 旅 はよう がすね」 と、 松吉は のんき そ 

うに 云った。 

「まったく だ。 これで 御用が なけり や ぁ猶更 いいんだ 

が、 そう もい かねえ。 まあ、 浜 見物 をす るつ もりで 出 

かけ るんだ な」 

「そうです よ。 わつ し は 是非 一度 行って 見たい と 思つ 

ていたんで すよ」 

一昨年 (安政 六 年) の 六月 二日に 横 浜の 港が 開かれ 

ると、 すぐに 海岸通り、 北 仲 通り、 本 町 通り、 弁天 通 

りが 開かれる。 野 毛の 橋が 架けられる。 あくる 万延元 

みよ ざき 

年の 四月に は、 太田屋 新田の 沼地 を うずめて 港 崎 町の 



その 頃 は 高 島 町の 埋立て もなかつ たので、 ふたり は 

しゅく 

先ず 神奈 川の 宿に ゆき 着いて、 宫の 渡しから 十六 文 

の 渡し船に 乗って、 平野 間 (今の 平 沼) の 西 を まわつ 

て、 初めて 横 浜の 土 を 踏んだ の は、 その 日の 夕 七ッ半 

(午後 五 時) 頃であった。 すぐに 戸部の 奉行所へ 行って、 

御用の 探索で 来た こと を 一応と どけて 置いて、 半 七 は 

それから 何処かの 宿屋 を 探しに 出る と、 往来で ひとり 

の わかい 男に 逢った。 

「三 河 町の 親分じゃありません か」 と、 彼 はう す 暗い 

なかで 透かしながら 声をかけた。 



やっぱり 時々 に まぐれ 込んで くる。 ほん 者ば かりで な 

く 偽者 もま じってく る。 こいつら が 一番 厄介物で すよ _ 

このあいだ 中 も 攘夷の 軍用金 を 出せなん て 云って、 押 

借りして あるく 奴が ありまし てね」 

「そいつら はどうした。 みんな 引き 挙げた か」 と、 半 

七 は 訊いた。 

「それが いけね え」 と、 三 五郎 は 頭 を ふった。 「みん 

な 同じ 奴ら しいんで すがね」 

かれの 話に よると、 横 浜で も 去年の 暮 ごろから 軍用 

金 押 借りの 一 と 組が 横行す る。 勿論、 それが ほん 者 か 

偽者 かよく わからな いが、 いつでも 二人 づれで 異人の 



が 異人 か 日本人 か、 碌な 首 実験が 出来る もんです か。 

ねえ、 そうじゃありません か」 

かれ も 半 七の 最初の 鑑定と おなじ 見込み を 付けて い 

るので あった。 しかし 今の 半 七 は それに 耳を貸す こと 

は 出来なかった。 おなじ 墓場 あらしで も、 或いは 異国 

人の 死に 首 を 掘り出して くるので はない かとい う 疑い 

はあった が、 近 ごろ 病死した 者がない とすれば、 その 

疑い もす ぐに 煙りの ように 消えて しまわなければ なら 

なかった。 半 七 は 薄く 眼 を とじてた だ 黙って いると、 

三 五郎の 方から 云い 出した。 

「そこで 親分。 おまえさん はほんと うに 遊びです かえ _ 



底本： 「時代 推理小説 半 七 捕物帳 (三)」 光文社 文庫、 

光文社 

1986 (昭和 S) 年 5 月^日 初版 ー 刷 発行 

1997 (平成 9) 年 5 月^日 U 刷 発行 

入力 " 網 迫 

校正 ： 藤 田禎宏 

2000 年 9 月 5 日 公開 

2004 年 3 月 1 日廣正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



